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＊学生の II 々 の ri;1li l• iliiの立案について．特に計画の発表時を中心に，次の質













































症状の変化， 90.4％で捉えてお り， 次に「医師
の治療方針の変更， 3番目に心理状態の変化を
表 3 アンケー ト調査結果（学生）
項 目 ％ 
①患者の身体症状の変化 94 7 
序I99 ②心理的状態の変働 30 5 
I ③治療方針の変更 25 3 
④患者の環境の変化 12 6 
①竹護記録 86 3 
杖l! .，I ②患者の様子から 51 6 
③行護婦か ら 28 4 
2 ④医師の記鉗 26 3 
⑤検査結果 14 7 
①計画を練り直す 71 6 
②患者の観察にいく 44 2 
質fil ③医師の記合ゑ，看護記位をみる 34 7 
④看護婦の助酋を求める 23 2 
3 ⑤グループの人に相9炎 6.3 
⑥指導教nに相談 3.2 
⑦主治医にたずねる 2.2 
①追加修正をする 30 5 
②わからず，すぐ脩正できない 24 2 
③患者に即した計画が困難 22 I 
質問 ④日々の計画をとりあえず修正する 16 8 
4 ⑤文献が手元にないと困惑する 1 6 
⑥時間がなく てできない 8 4 
⑦石蹟婦の助目を求める 6 3 
⑧教月の助目を求める 4 2 
①毎日の変化を記鉗に反映するのがむずか
しい 17 9 
②計画にそっての実践がむずかしい 17 9 
③記鉗にまとめることで希護の評価の必要
性．惹義が理解できる 15 8 
質問 ④アセスメントがむずかしい 8 4 
5 ⑤患者の変化がないと．何を苔いてよいか
わからない 5 3 
⑥問題を杏くと整理しやすい（相互関係図
など） 5 3 
⑦目標設定がむずかしい 5 3 
①患者に合わせた符護を行うため 52 6 
②自分の勉強になる 20 0 
質閉③客観的に患者を把趾できる 18 9 
④自分の考えが整理できる 14 7 
⑤自分の行動を目的づける 12 6 
⑥看護の評価がしやすくなる 5 3 
⑦むずかしく 負担である 5 3 
注： n=95, 複数回答
表 4 アンケー ト調査結果（臨床指導者）
fi 目 ％ 
竹問 1①患者の身体症状の変化 90 4 
②医師の治療方針の変更 30 8 
I ③心理状態の変化 19 2 
①計画修正の有無 88 4 
②日々の記il 37 0 
I ③質問で躍認 13 7 
質問 ④日々の行動計画 8 9 
2 ⑤英翌態度 8 2 













































































































































































































































































患者の状況．患者は64歳 。 直腸低位前方切除術後17日目である 。 膀 脱 訓 練 3日間後，尿留置カテーテル抜去して 2日であ
る。 吻合部のドレーンは挿入しているが短縮。 中心静脈栄壺は抜去されている 。 経口摂取開始後 7日目で，











伽 Jか．．． ．整腸剤がい って いると思
います。
⑩ 2週間，カテーテル留甜していたの



















































患者およぴ家族と学生の言動 I 判 断




























学生：「私に対して，無視したよ 「こわい」という表現 拗き盛りの20歳代の娘さんが， 学生の対応を支持し
うに接し，こわい」と教貝に話 に患者関係はうま〈と 一日中，ほとんどの日背生活の援 ながら，学生の気持ち
す。 れつつあるにも関わら 助を必要とする母親の介渡をする を聴〈姿勢で対応して
ず，何に起因している ことの大変さ。夜更かしをして， いる。
のだろう 。状況を見極朝食抜きにな って，インシ ュリン 時間的経過も必要で
ーー朝のカンフ ァレンスでは，患 めながら，恐怖感から をとばしたり，食事療法が十分守 あろう 。
者の観察の仕方，移動時の留意点 息者への足が留まらな れず，ついつい出来合いの物で済
等の指導を受け，計画修正しなが いよう，みていきたい。 ませてしま ったり， ということで
ら進めている。家族に対する学生 これまでの，家族の 再入院になりやすいこと等を一岳者
の気持ちも臨床の指導者に話し， 患者への関わり方とか に話す。










患者：昼間おしめをはずして，尿 患者だけでなく，家 この調子でということで，身の 時間的経過に伴い，
意があったらナースコールをし 族との協力体制の中で 回りの看護のエ夫や観察事項につ 患者だけでなく家族の
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